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尺叉はユ000尺として属る。重毅に就ては淡墨の

六書趾は地下5叩尺以内に存在ナる。比重は石
毅ユ・3亜族1・4として計算し．て屠るq世界年慶は

大慶15億魎で日本の出炎は廿三年度は3600万屯

紀於かれて居るが玖第に磐す事になる。鱈目本で

一番出挨の多かったのは昭和十五年で570⑰万屯

以上を出して居る。本年度は娼。o万屯である。

　3）、日本炭田の概況。我邦の撲田を大剃して，

4つに分ける。勘ち北海道・本州東部・本州西部

及び九州である・本州東部は幅高縣と華城縣とを

主慶地とする所謂常磐挨電で本州西部は山口縣を

主とするもので宇部族田と無煙錠を産する大嶺挨

田から成って居る。産族の貿籏は九州55％，北海

．道25％，本州凍部10％及び西部．1O％と概算する

事が拙爽る。東部は西部に較べ幾分出表が多く共

に10％以下であ亀から北海道似25～30％迄を占
める事になる。現在の産業腹興は九州族に依る肪

甚だ大であるが將來は北海道炭に待っ厨は大てあ

ら5o石炭管慶五ケ年計量による薪表麟の開講は
北海道に多く九州には少い。勘ち北海道には未だ

手をつけた鶏のない全くの翻山が魔く存在して居

る。石族屠の地質時㈹ま九州の諸族田と北海道の

屈狩郵路等⑳重要炭田及ひ西部の字部族田は古第

三紬の生成で東部の常磐は薪第三鯉最下都叉は古

第三紀最上都g生成に濁して居る。從って九州族

・北海道錠め炭質は常磐炭の上位にあり褒熱量も

高いやうでお．る。但し西部の犬嶺族は中生代王軽

卸生成で炭質も無駿となつて馳・あま眼
質で無（煉炭原料に用ひられる。

　4）．九州の挨囲。9に大別する。工）筑盤・2）小

倉，3）糟屋。4）唐津，一4）北松，6）西彼杵，7）

天草，8）…≡1池及び9）朝牽である。筑豊には三

・井田川挨麟を初め貝島大の浦披鑑等大鏑鐘が甚だ

多く九州族め60％以上はζ』から出挨して居る。

西彼杵は長崎港や佐世保港外にあ一る海底下の炭田
で崎戸，松島，高島，伊王島等の諸策媛があら艮

コークスを作る良質の粘繕性炭を産出する。こと

に高島は明治初年より外国人指導のもとに最新式

の方法を用ひて竪坑により臓襲された所で．ある。

三池は我邦最犬の三池淡麟のある所で年産200万

屯以上を出褒して居た所である〇九州の古第三系

は在職中になくなられた東北大學の長尾巧教授が

よく研究されて基礎を作られた。即ち，基底を赤

崎盾とし上位に向って直方層群，大辻厨群・芦屋

層群及ぴ佐世保層群に履序を嘔分して展b・九州
犬學地質致窒の松下火遭氏は下位より・天草続・
有明続，直方統，一大社統及び筑紫統の5った腿分

して長尾氏の芦慶厨群と後世保厨群とを一括して

筑紫統の申に含めて居るやうである。叉昨年駿行

された⑥・H・Q天然資源局の報告103號による
r九州の表団」によれば不知火厨群，直方厨群，大

粒暦群・芦屋厨群ぴ儘世保居群の5群に分類して
居る。赤崎屠の漂式的露出地は天車上島の南端大

道村赤崎で，こ土では下部の20米は礫岩及砂岩・

から成り上部の1蝋は難色頁岩から成るで多数の

奇形な石皮質團塊を含んで居る。古第三系の最も

厚い所は天草規因で2500米あり，最も薄い。所は
朝倉炭田で400米に癌ぎぬ。芦屋暦のみは海成層

で石挨を含まぬが他の層群には何れも石挨が含ま

れて居る。佐世保履群は北松巌田にのみ護達する

地歴で他の銀剛こ議達して居ない事も特に記憶せ

ねばならぬ嶺であ乱天草，三池，朝倉の族盾は

不知火層群に扇し，筑豊，糟屋は直方，犬辻層群

の石旋を崎戸，腐津は大辻厨群のものを掘り，一北

松炭田のみは最上居の佐世保層群の石族を採掘し

て居るやうである。古第三系の基盤は中生暦・古

生層の所もあり，古期大威岩或は饗成岩の所もあ
り一

�рｱよって鼠々である。

　5）．地擦道の炭田。9つに分類市る。1）石狩，

2）釧路，3）天北，4）中川，5）苫前・6）留萌・

7）茅沼，8）車能舞及び9）I静内である。主要炭

団は石狩で北海道産炭の約九割を占めて居り弐で

は釧路挨圧1で約r割を占める。地海道の挨困は・

1873年米人B削畑｛imSmithLy皿㎜氏によっ
て始めて調査され1924年今井竿次郎氏に一よりて

英基礎が築かれた。石狩挨囲は大別して塞知と一夕

張に分ける事が出来，爽挨暦の厚さは空知では厚

く2500米にも及んで居るが夕張匿域では勘二薄
い。地質構造は勘ご複雑で遡鐵暦も多く覆瓦溝遣

をした所もあり，クリッペと穣する根無し地塊を

見る所もある。撲質が良好で襲熱量は何れの族屠

も7000カロリ｝以上あるめが特長である。この．

爽搬を飾博士は石織と呼んで居る。釧路・
留萌の族固ま上部石狩鉤こ圏するもので・英他の

挨囲である天北，．中川，著前・茅沼・慶能舞及ぴ

静内の來炭層は新第三系に日し大置中新世の生威
の姉1者へられて居る。北海道では第三系の灘
一は白璽系の所が多いやうである。　t谷口憲遺）

岩石　結構寧展望

　ドイツ語でGof面…；ek旺nae，d趾G由toi皿撫吾で

Petm胞b正蝸といふのを，穣山教授が岩石繕穣學
と憂したものである。岩岩内部の穣趨，組織につ

いて研究するもので，火成岩・権積岩・鍵成岩の

内部炊況がその研究勢象となるわけであるが，獲

鵡，崎に諸晶片岩，屡障岩は外観上・特徴のあ

る構造を示しているので，この方面の開拓者であ

る耳自AND跳，W、馳HMIDTらの研究灘象
となり，現在も主なる研究目標となっているので
ある。．

結晶片岩，屡鮮岩等の特徴ある溝潜は，魔力に

よって出來たものであり，從って此等の岩石め溝



雑

務組織の研究は，鷹力と穣艦，組織聞との勤懸

関係を究明することにある。

　一般に遣岩鑛物は，常温，常慶下では脆い結晶

誰であるが，極めて大なる封屡の下で醒性饗形を

行う場合には，その結晶に於いて定まった結晶面

に於いて，且特定方向に滑動連動を行うものであ

る。例えば白雲母は（O01）なる結晶面が摺動面と

なり，〔100〕が渦動方向となる。

　結晶の集合麗であっても，個々の結晶の嚢鍛は

金く上述の穣に行おれる。だし一般に集合麗（岩

石）に於ては結晶の向きが一様でないから或結晶

が滑動を踊始ししても他は開始’しない。滑動する

に都合のよい開係位置にある結晶が早く蒲り始め

るのである。

　換言すると岩石か鰹力をうけて・塑性饗形を行

ふ際には勢鐵膳力の最大な面に滑ふて・渦動蟻動

が行われ孔從って此の最大襲鐵懸方面に沼ふ渦
連動動に都合のよい麗係位置にある結晶が早く滑

動運動を行い，此の穣な關係位置にない結晶はそ

の向きが変り．，渦動するに都合のよい位置になっ

て始めて潟動を開始する。それ故に最大勢懸鰹力

繭に滑ふ渇動量が適當な値であると，その岩石を

つくっている鑛物の大多藪が一定の配列をするこ

とになるわけである。

　それ故にもしこの穣な岩石中のある特定の鑛物

の特定の結晶學的方向を統計的に測定すると，そ

の結晶學的方向が，岩石のあ亭方向に於いて極め

て多駿集中するわけである。この測定方法として

薄片をつくり（この際あらかじめ薄片の位置を定

めてつくれぱ鰯肋するのに便である）鯉緯顧微
鏡によって薄片中のある特定鑛物について，その

結晶學的方向を測定してSCHMI㎜網に投
影し，投影騒の集中度を等画穣について求め，あ

らかじめ投影画に投影された塑鐵面との灘憾躍係

を解析するのである。第1圓に示したのは，黒雲
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母の（001）に垂直なる方向の集中度を示したもの

である。　sなる剥理面（聾断面〕上に大部分の黒

雲母が（O01）を平行にして配列しているものであ

ることがわかる。a軸は窮戯面に於ける滑動方向

であり・o軸は蟻鐵面に垂直なる軌　b軸は襲断」

面上にあって乱軸に垂直なる軸であり，一般に結

晶はb軸の方向に延伸しているのでb軸は剥翼面
にみられる線紋構造の方向・と一致するものであ

る。旦S人ND通Rは結晶の醜列状態から肉眼的・
にわからない潜在的勢断面の存在を知らんとした

が，W．SCHMIDTその他の人々の研究により一
結晶に於いて潟動面，滑動方向が幾つかあること

がわかって集中度の大であるということの意味が

必ずしも一義的に解すことの出來ないということ

　　　　　　　　　がわかった。あらかじめ決

　　第1圓
曲糠は1・2・剖一6％

眞黒部は6％以上

定された勇鐵面及ぴ漕動方
向と結晶配列様式との甥懸

麗係とを調べるべきものな

のである。從ってある銭物

について結構解析（集中度

の測定）から直にその岩石

所在の地域の地質構造を論

じたもの」あるのは，繕帯

解析を也まりに過信したも

のである。

　現在のところ，種々の造岩鑛物について・それ・

それ摺動面と滑動方向とが決定され。世界各地の

饗成岩について緕構解析が行われているが多く

の問題が前途だよこたわっている。これらの問題

の解決のためには，せまい意味での地質學，岩石

學でなく，ひろく科學の他の分野，殊に物理學に

於ける研究が効果的に反1咲きれることが必要であ

る。このためには物理學者との協カー準歩物地質

學者と進歩的物理摩者との團麗酌研究一が必要一
なのである。　（申山　勇）

滋賀螺南部の長石系陶石

　黄ヨ；を産するので有名な因ノ上山ペグマタイト

地帯を中心とした滋賀縣南部の花嵩岩塊に於ける

長石系陶石が最近注目されて來れ之については
地質調査所，陶磁器試験所，京大工學部澤井研究

．室及び各業者それぞれの立場で調査研究されてい

るが，岩石學的立場から少し之を述べてみたい。

之等め陶石はすべて花嵩岩中のペグマタイト及ぴ

アプライト．或ひは花嵐岩の優白質部分を採取する

もので比較的小規模なものが多い・直鰹十敷米乃

至数十米の球状塊が花蝿岩申に存在し，形はペグ
マタイトに見られる球塊叉は楕円睡状のもので，

地質學的に見て上下左右に著しい擦りをもつもの

とは者へられない。

　陶石の質的，量的の向上を望むためには必然的

に花鵠岩中のかムる陶石岩塊を多数探索する必要

がある。良質部を探敢し去った後の周遼部を掘進

するのみでは探鑛の目的は達せられない。先っ地

質上の特徴を知る必要がある。

　この地方の長石系陶石を大別すると三種に分け

られ挑第一は純然たるペグマタイトで長石・石

英の結晶敷擾以上のものから成る。これほ長石部

（主として加里長石でパーサイト）のみを分離し
易く，最も望ましい屯のであるが量的には宥睾で

ない。第二は中粒優白質花蝿岩で，主として長石

石英粒の種3～5粍内外のものからなる。これは
現在三者のうち最も多く産するもので絡來期待し・

樽るものである。第三はアプライト質の細粒のも

ので成因的には第一のペグマタイトに特に麗係が

深い。

　これら陶石原料岩石の共通の特色は加里長石が


